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研究要旨 

 肝癌および肝良性疾患に対するラジオ波焼灼システムを用いた腹腔鏡補助下

肝切術(高度医療)の安全性と有効性を多施設共同試験で評価することを目的と

し、研究分担者として他の研究分担者とともに研究活動を行った。平成 26 年度

は、データセンターへの症例登録および手術の実施を行った。 

 

A. 研究目的 

 総括研究報告書と同じ。 

 

B. 研究方法 

 総括研究報告書と同じ。 

 

C. 研究結果 

 総括研究報告書と同じ。詳細は中央モニタリング報告書に記載。 

 

D. 考察 

 総括研究報告書と同じ。 

 

E. 結論 

 総括研究報告書と同じ。 
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2 学会発表 

 多数あるため記載せず。 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況（予定も含む） 

 なし。 


